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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年4月25日(2019.4.25)

【公開番号】特開2016-194680(P2016-194680A)
【公開日】平成28年11月17日(2016.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2016-064
【出願番号】特願2016-56011(P2016-56011)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３１１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月15日(2019.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１に、少なくとも１つのポリエステルラテックスと、少なくとも１つのスチレンアク
リレートラテックスと、場合によりワックス分散物と、場合により顔料分散物とを凝集さ
せてコアを作製することを含み、
　コアの上でポリエステルラテックス粒子を凝集させてシェルを作製し、
　得られた凝集粒子に、
　　第１の熱交換器中、凝集粒子のガラス転移温度より高い第１の温度まで凝集粒子を加
熱し、融着粒子を作製することと；
　　滞留時間の後、融着粒子を、前記ガラス転移温度より低い第２の温度まで急冷するこ
とと；
　　急冷した融着粒子を出口で回収することと、を含む、連続的な融着プロセスを行い、
　凝集粒子の真円度は、約０．９００～約０．９４０であり、融着粒子スラリー中の粒子
の真円度が、約０．９４０～約０．９９９の値まで増加し、
　得られたトナーが、スチレン／アクリレートおよびポリエステルの両方を含むハイブリ
ッド組成物を含む、トナーを製造する方法。
【請求項２】
　連続的に融着する第１の温度は約７０℃～約１１０℃である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　連続的に融着する滞留時間は約０．５分～約５分である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　加熱されたハイブリッド粒子は、第１の熱交換器から出ると、滞留時間中に反応器内で
融着して融着粒子スラリーとなる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　トナー粒子が連続的なプロセスで凝集される、請求項１に記載の方法。
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【請求項６】
　トナー粒子がバッチプロセスで凝集される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　トナー粒子は、粒径が約４～約８μｍ（Ｄ５０ｖ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　トナー粒子は、数平均幾何標準偏差（ＧＳＤｎ５０／１６）が約１．１０～約１．４０
である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　コアとシェルを有するトナー粒子を含み、
　コアが、少なくとも第１のポリエステルポリマーと、少なくとも第１のスチレンアクリ
レートポリマーと、場合によりワックス分散物と、場合により顔料分散物とを含み、
　シェルが、第２のポリエステルポリマーと、場合により第２のスチレンアクリレートポ
リマーとを実質的に含む、トナー組成物。
【請求項１０】
　第１のポリエステルポリマーと第２のポリエステルポリマーが同じである、請求項９に
記載のトナー組成物。
【請求項１１】
　第１のポリエステルポリマーと第２のポリエステルポリマーが異なる、請求項９に記載
のトナー組成物。
【請求項１２】
　第１のスチレンアクリレートポリマーと第２のスチレンアクリレートポリマーが同じで
ある、請求項９に記載のトナー組成物。
【請求項１３】
　第１のスチレンアクリレートポリマーと第２のスチレンアクリレートポリマーが異なる
、請求項９に記載のトナー組成物。
【請求項１４】
　コアからトナー粒子の表面にスチレンアクリレートポリマーを拡散させることをさらに
含む、請求項９に記載のトナー組成物。
【請求項１５】
　トナー組成物を調製する方法であって、
　コアとシェルを有するトナー粒子を作製することを含み、この作製は、連続的な融着プ
ロセスによってトナー粒子を融着させることを含み、
　コアが、少なくとも１つのポリエステルポリマーと、少なくとも１つのスチレンアクリ
レートポリマーと、場合によりワックス分散物と、場合により顔料分散物とを含み、
　トナー粒子は、融合自由度が約１００℃～約２４０℃である、方法。
【請求項１６】
　トナー粒子は、コールドオフセット温度が約１００℃～約１２５℃である、請求項１５
に記載のトナー組成物。
【請求項１７】
　トナー粒子は、最低固着温度が約１００℃～約１３０℃である、請求項１５に記載のト
ナー組成物。
【請求項１８】
　トナー粒子は、ホットオフセット温度が約２００℃～約２４０℃である、請求項１５に
記載のトナー組成物。
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